
土と石を粉にして、自ら絵具をつくる画家・福井安紀
北鎌倉で「布絵・板絵」の個展を開催

北鎌倉の「Gallery えにし」にて、画家・福井安紀（ふくい さだのり）氏の個展「土と石で描く 布絵・板絵」
を開催いたします。

福井氏は、市販の絵具ではなく、様 な々地域の土や石を自ら粉にし、絵具をつくって描くという独自の制
作を続けている画家です。

「古墳時代より、もっと前の時代。原始的な暮らしをしていた人々の中にも、絵を描きたいと思った人がい
たはず。そんな古代の人たちは、どのような気持ちで描いたのだろう」
その思いから、身近に存在する土や石を素材に選び、絵具そのものをつくるところから制作を始めていま
す。

板から布へ。「今できる最高出力の表現」を求めて
これまで福井が取り組んできた中心的な表現の一つが、土と石からつくった絵具による「板絵」です。
本展では、その板絵で培ってきた表現を集結させた作品に加え、さらし布に描く「布絵」を展示します。
素材が変わることで生まれる質感や絵具の表情の違いを探りながら、これまでの板絵での表現を布の上
でさらに進化させようとする、新たな試みです。

動物や植物などを題材に、土や石が持つ自然そのものの色と質感を生かして描かれた作品をご覧いた
だけます。

「ふすま絵をもっと身近に」――活動は10年目へ
福井は、個人宅などにふすま絵を描く「ふすま絵プロジェクト」にも取り組んでいます。
日本の伝統的な空間を彩ってきたふすま絵を、特別な場所だけのものではなく、一般の家庭でも依頼で
きるものにしたいという考えから、明確で抑えた価格設定で制作を続けてきました。

福井氏の活動は作品制作だけにとどまらず、ご自身の制作活動や経験、考えを文章としてまとめ、活動方
法本として『職業は専業画家』、『美の共感思考』の2冊を刊行しています。
作品を制作し、依頼を受け、画家として活動を続けていくこと。そして「美」とは何か、人はなぜ美しいと感
じるのか――。
作品による表現とともに、画家としての活動や「美」について自ら考え、それを言葉にして発信していること
も、福井安紀氏の活動の特徴です。

展覧会概要

展覧会名 福井安紀 個展「土と石で描く 布絵・板絵」
会期  2026年10月16日（金）～10月21日（水）
時間  11:00～18:00※初日は13:00より

会場  Gallery えにし
  〒247-0062 神奈川県鎌倉市山ノ内1347
アクセス JR北鎌倉駅より徒歩約1分　※駐車場はありません。近隣のコインパーキングをご利用ください。

【本件に関するお問い合わせ】
Gallery えにし
〒247-0062 神奈川県鎌倉市山ノ内1347
担当　細谷　080-4174-2802　michal@g-enishi.com

https://g-enishi.com/

Gallery えにしウェブサイト






